
議 事 録

会 議 名 令和５年第４回港警察署協議会（定例会）

令和５年11月17日（金)
午後３時から午後４時55分までの間

日 時 ・ 場 所

港警察署 講堂

１ 委員
布目雅尚会長 本部智大副会長 猪飼由美子委員
加藤昌子委員 徳森エリカ委員 成田和子委員
山口陽子委員

以上７名（定数12名）

出 席 者 ２ 警察署員
稲垣署長 東山副署長
豊留警務課長 金子会計課長 安武生活安全課長
永野地域課長 西浦船舶課長 竹村刑事課長
中野交通課長 後藤警備課長

以上10名

３ 有識者等
なし

諮 問 事 項 等 若者の薬物乱用防止のための効果的な諸対策の推進について

(1) 18歳から22歳の若者に的を絞った薬物乱用防止広報の実
施

答申等の概要 (2) 外国人に対する薬物関連教養の実施

そ の 他 次回開催予定 令和６年２月下旬頃
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 会長挨拶

２ 署長挨拶

３ 管内の犯罪発生状況（生活安全課長説明）

４ 管内の交通事故発生状況（交通課長説明）

５ 前回の答申に対する具体的施策の推進状況（生活安全課長説明）

(1) 諮問事項

増加する犯罪の抑止対策

(2) 答申事項

ア 侵入盗、自転車盗の多発地域に対するマイク広報やパトネットあいち

配信等の実施

イ 侵入盗防止のため、補助錠の配布等の広報啓発活動の強化

ウ 二重ロック推進のため自転車販売店、商業施設等に対する協力依頼

(3) 推進施策

ア 答申事項アについて

〇 署外活動の機会、及び侵入盗発生の多い月曜日、金曜日の午前、午

後の概ね１時間程度のマイク広報活動を実施。

〇 月初めに、前月の自転車盗及び侵入盗の被害件数や多発学区等の被

害発生状況のほか、自転車盗被害防止のための施錠、二重ロックを促

す内容のパトネットあいち配信を実施。

〇 事業者向けに、港警察署防犯ニュースのメール配信を実施。

〇 地域会合等のとき、参加者らに交番だよりの配布を実施。

イ 答申事項イについて
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

〇 地元企業のキャンペーンガールに一日警察署長を委託し、商業施設

において、侵入盗防止等に関するトークショー及び補助錠、広報チラ

シの配布等を実施。

〇 地域イベントにおいて、来場者に対し、侵入盗被害防止の補助錠や

広報チラシの配布等を実施。

〇 事業所や戸建て住宅を訪問し、防犯指導及び、侵入盗被害防止の補

助錠や広報チラシの配布等を実施。

ウ 答申事項ウについて

〇 自転車盗難被害防止のため、自転車販売店舗に施錠及び二重ロック

に関する広報チラシの掲示を依頼し、また来店者に対する広報チラシ

の配布を実施。

〇 小学校のＰＴＡ、高校生、外国人技能実習生に対し、自転車盗被害

防止の講話を実施。

〇 駐輪場等において、無施錠の自転車に仕掛学タグの取り付けを実施。

６ 諮問（刑事課長説明）

(1) 諮問事項

若者の薬物乱用防止のための効果的な諸対策の推進について

(2) 諮問事項の設定理由

若者の薬物乱用が増加傾向にあるため、効果的な抑止対策を講じる必要

がある。

７ 協議

委員 ・ 某大学のアメリカンフットボール部員が大麻使用で逮捕される等、
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

薬物使用が若年化しているため、将来のある若者に向けて、何か薬

物乱用の抑止対策を考えてほしい。

委員 ・ 外国では、身近に薬物による廃人を目の当たりにするため、小学

校教育から薬物に関することを教育している。

・ 外国では、飲み物を飲んでいる最中、目を離した隙に、その飲み

物へ薬物を入れられることがあるので、必ず、手で蓋をするか、あ

るいは手に持つようにしている。

・ 外国は合法でも、日本は非合法である場合があるので、外国人に

教養したり、相談する場所を教示してほしい。

委員 ・ 最近、大麻グミが話題になっている。

・ 容易に薬物が手に入ることを防ぐために、子供に薬物の知識を深

める教育が必要ではないか。

委員 ・ 小学生から大学生、そして社会人等、各年代別に薬物に関する教

育を実施してはどうか。

・ 高校生や大学生等の若者が多く通学する自動車学校等で、薬物に

関する講話を開催してはどうか。

委員 ・ 若者に対し、薬物を使用することによって、どのような人生を歩

んでしまうのかを教えて、危機意識を高めることが必要ではないか。

・ スポーツをする人たちは、薬物について気を付けている。

・ 高校を卒業して大学生になると、物事の考え方が変わるため、若

者が集まる商業施設等で薬物乱用防止に関するイベントを開催して

はどうか。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

委員 ・ 外国では、薬物をピザ１枚の値段で購入できたり、芸能界で薬物

使用が蔓延している。

・ 外国では、自分が意図しないで、飲み物に薬物を入れられてし

まうことがあるため、自分の身を守る方法を教えてほしい。

委員 ・ 薬物の知識を深めるため、小学生や中学生、高校生に対し、薬物

の怖さや知識を深めるため、教育する必要がある。

委員 ・ 外国人に対する薬物の教養は、親の世代を含め、教会等で実施し

てはどうか。

８ 答申

(1) 18歳から22歳の若者に的を絞った薬物乱用防止広報の実施

(2) 外国人に対する薬物関連教養の実施

９ 非違事案の説明

署長から、前署長に係る非違事案の説明等があった。

10 その他

次回の開催予定は、令和６年２月下旬頃とする。


